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鈴木ガバナー事務所  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 

２００８年９月　与板十五夜祭り　（写真提供：新潟見どころ NAVI 様）
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② 

	
 

新世代月間に寄せて	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 	
 	
 	
 2012~2013 年度	
 ガバナー	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 鈴木	
 重壱（長岡 RC）	
 

	
 

	
 今月は年齢が 30 歳までの若い人すべてを含む新世代の育成を支援するロータリ

ー活動に、焦点を当てる月間です。とくにわが国においては戦後の社会環境の劇的

変化によるものか、はたまた教育の歪からか様々な点で将来を憂慮すべき問題が噴

出しています。道徳心、愛国心、公共心、互尊互助の精神、これらはいつの時代に

おいても国家安寧につながる大切な根本心といってよいでしょう。私たちロータリ

アンはクラブと地区において、これらを真摯にとらえ展望ある未来の一助となる活

動を積極的に推進していただきたいと切望いたします。そのためにも我々ロータリ

アンが日々の生活の中で規範を示すことが第一だと考えます。新世代の純粋な眼を

通して「期待と羨望を持って見られる大人」であることが大切です。ロータリアン

は常にその対象であり続けなければなりません。と同時に、新世代の基本ニーズが

どこにあるのかも探ってゆく必要があります。いつの世も「国家の基本は人にあり」

とは言を待たないところです。そんな事をより深く考え実践する月間といたしまし

ょう。	
 

	
 

新世代の分類（参考）	
 

1）インターアクトクラブ（14 歳～18 歳まで）	
 

2）ローターアクトクラブ（18 歳～30 歳まで）	
 

3）RYLA	
 ライラ（ロータリー青少年指導者養成プログラム）（20 歳～30 歳まで）	
 

	
 なお、鈴木年度からは組織形成上、青少年交換委員会を正式に新世代奉仕委員会

に組み込みました。しかし、実践プログラムの推進にあたっては、今まで通り国際

奉仕委員会とより良い連携を保ちながら進めていただきます。	
 

	
 そして、ロータリー財団として民間レベルでは世界最大の奨学制度である国際親

善奨学制度により、相異ある国民や民族間の理解と友好関係の増進に寄与している

こともロータリーの実績と誇りです。	
 

	
 同様にロータリー財団の GSE（研究グループ交換）や新世代交換を通じて、民間

の親善活動として積極的に相互理解を深める活動を展開しております。幸いにも、

第 2560 地区では新世代奉仕部門については歴代の委員長が培ってこられた立派な

歴史があります。それをベースとして、地域や国の将来を担うに相応しい立派な若

者の育成に向け、希望をもって、歩を進めていただきたいと願っております。	
 

「産んだ子は責任を持って育てる」いつの世でも、この事を忘れては「子」は

育ちません。大切な宝をしっかり育てる事を再確認する月間にしたいものです。	
 

  

	
 



 
③ 

 

新世代月間にあたり	
 
	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

新世代奉仕委員長	
 

西村	
 好弘（中条RC）	
 

	
 

	
 ９月は新世代のための月間です。ＲⅠでは「各ロータリアンの責務は、年齢 30

才までの若い人すべてを含む新世代の多様なニーズを認識しつつ、よりよき未来を

確実なものとする為に新世代の生活力を高めることによって、新世代に将来への準

備をさせること」とし、新世代の育成は全てのロータリアンの責務である事を再認

識する月間という事です。ご承知の通り、インターアクト、ローターアクト、ライ

ラそして青少年交換の各委員会が各々活発な活動を実行しています。	
 

	
 提唱そして未堤唱のクラブにかかわらず、彼らの活動に参加し、共に語り励まし、

そして変えるべき点は指導して彼らのポテンシャルを上げる事が我々ロータリア

ンの努めと考えます。活動の目的は奉仕活動と国際交流の実践を通しての自己の向

上ですが、現在日本国の立場は非常に危うい状況下にある事は毎日の様にマスコミ

で報じられている通りです。新世代の為にと言うからには、彼らが将来において困

る事がない様に我々の成すべき事を成すという事もまた責務と考えます。次の時代

は次の世代に任せれば良いでは済まされない、気がついた時は遅かったという事も

ありえます。	
 

	
 昨年亡くなられた佐野	
 孝パストガバナーが１０年前にすでに今日の日本の危

機的な状況を見越し、新世代の為にと勉強会を実践され、私も賛同しお手伝いに関

わった事が思い出されます。微力ですが若い世代の為に全力投球して行きたいと思

います。ロータリアンの皆様もご指導よろしくお願い致します。	
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クラブ奉仕セミナー	
 

	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

クラブ奉仕委員会	
 担当幹事	
 

関	
 啓助	
 （長岡 RC）	
 

	
 

「クラブ奉仕セミナー」を７月２８日１２時より１５時３０分まちなかキャンパス

にて、鈴木ガバナー	
 青木クラブ奉仕委員長	
 また、クラブ奉仕	
 会員増強委員で

もある各分区のガバナー補佐をはじめ	
 総勢６０名のロータリアンが参加してい

ただき開催いたしました。例年でしたら、８月が会員増強月刊であります。クラブ

奉仕委員主催のセミナーは、「会員増強」をメインテーマが多いかと思います。 
	
 今年は、鈴木ガバナーの強い要望もあり「クラブ奉仕」をメインテーマにしまし

た。鈴木ガバナーのご意見の中に、「クラブ奉仕」は会社でいう総務の役目をして

いる。クラブの要である。また、《ロータリージャパンより》「クラブ奉仕」にはロ

ータリアンが自分たちのクラブをうまく機能させるために必要な活動すべてが含

まれます。 
	
 鈴木ガバナーを講師に、上記の内容で非常に充実したセミナーと白熱した討議が

行われました。 
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2012-13年国際奉仕フォーラム開催 
	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

国際奉仕委員会	
 委員長	
 

	
 吉井	
 雅栄（長岡東RC） 
 
 
 
	
 ７月２９日（日）に長岡市のまちなかキャンパスにて国際奉仕フォーラムが開催

されました。鈴木ガバナー、山﨑ガバナーエレクト、地区役員、歴代の地区委員長
、県内各地のＲＣの国際奉仕委員長や青少年交換担当の委員長など約６０人からご

参加頂き、有意義なフォーラムとなりました。 
	
 冒頭、鈴木ガバナーから、国際奉仕の重要性と、人材育成の重要性、とりわけ若

者の育成こそ重要であり、世界に羽ばたく人材を育てることこそ、ロータリーが果

たすべき重要な役割の一つです、との熱いご挨拶を頂き、非常に感銘致しました。 
	
 第１部の国際奉仕活動の事例発表は、小林勇前年度地区国際奉仕委員長（柏崎中

央ＲＣ）から、「姉妹クラブ締結事例発表並びに今後の国際奉仕について」をテー

マにご講演頂きました。 
	
 自身の柏崎中央ＲＣでの台中中科ＲＣ（台湾）との姉妹クラブ締結に至るまでの

経過と思い出を語って頂き、また地区国際奉仕委員長を務められたご経験から、今

後の国際奉仕についての貴重なお話を頂き、国際奉仕活動の重要性を理解すること

ができ、また姉妹クラブ締結やその交流の活発化についての意欲も湧きました。 
	
 また、第２部の青少年交換委員会の活動報告では、１年交換派遣学生帰国報告や

ＲＯＴＥＸ（交換留学修了学友）の体験発表がなされ、また倉茂章青少年交換委員

長より、青少年交換についての概要が説明されました。 
	
 そして最後に山﨑ガバナーエレクトより心温まるご講評と、今後の活動が益々活

発になってほしいとの激励なども頂きました。誠に有難うございました。 
	
 また、来年２０１３年５月１７日（金）～１８日（土）に広島で開催されるロー

タリー世界平和フォーラム広島の参加の呼びかけも行いました。 
また、国際奉仕フォーラム後には懇親会を行い、更に大勢の方々と様々な意見交換

を行うことができ、盛会に終えることができました。皆様誠に御苦労さまでした。 
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国際奉仕フォーラム青少年交換委員会報告	
 

	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

新世代奉仕委員会	
 青少年交換委員長	
 

	
 	
 	
 倉茂	
 章（頸北 RC）	
 
	
 

7 月 29 日（日）に「まちなかキャンパス長岡」で開催された国際奉仕フォーラム

では今年度も国際奉仕委員会、青少年交換委員会のジョイントでセッションを行

いました。前半の国際奉仕委員会の内容に続き、後半を青少年交換委員会が

担当いたしました。 

ROTEX（交換留学修了者）の活動をロータリアンに周知するという本年度、当

委員会の活動方針のもと、四家井啓人君、齋藤美有さん、小池輝君の ROTEX 

3 名による発表をさせていただきました。各自自分の意見を立派に発表いたしまし

た。この交換留学で将来の自分の姿、目標が明確になったと語ってくれました。

現在、横浜市立大学 3 年生の小池君は、発展途上国の経済格差の問題に取り

組みたいたいと述べ、具体的なアプローチについても言及してくれました。最後に

私から青少年の安全への配慮、危機管理についてお話をしてセッションを終了

いたしました。 

ロータリーの青少年交換は留学して終わりではなく、その後この留学経験をどう

生かしていけるかが一番大切なものであります。そのため、当委員会では、ことあ

るごとに、ROTEX にスピーチを求めます。原稿を書かせ、明文化させ、人前で自

分の考えを発表させます。この作業は、自分の考えを明確かつ具体的なものにさ

せます。そして、人前で発表することで自分にとっての強い意識になります。明確

かつ強い意識を持つことで、自分の考えを実現する方法が見えてくると ROTEX

には伝えております。 

次世代を担う人財の育成を目的とする青少年交換プログラムに今後ともご支

援とご協力を賜りますことをお願いいたしますとともに、皆様方からの当プログラム

への積極的なご参加をお待ち申し上げます。 
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ROTEX としての志	
 

2008-2009 年度	
 

アメリカ・テキサス州	
 派遣学生	
 

小池	
 輝	
 

	
 

	
 今回は、約１年の滞在経験を通して抱くこととなった、ROTEX としての志を述べ

させて頂きたいと思います。	
 

	
 １つ目に、日本文化を世界に広めることです。アメリカから帰ってきて以来、日

本という国を意識するようになりました。まだまだ勉強をしている段階ですが、日

本人の持つ独特の文化を、世界に広めていきたいと考えています。	
 

	
 ２つ目に、貧困問題の解決です。アメリカから帰ってきてから、途上国にも出か

ける機会があり、私はそこで衝撃を受けました。世界中には、学校に行きたくても

行けない子供がたくさんいる、ということを知りました。貧困問題に苦しみ、教育

を受けられない子供達に、どうにかしてその機会を与えていきたい、というのが私

の目標です。	
 

	
 ３つ目に、夢発見塾の設立です。高校時代は、将来何をしたいのかを考えられな

い人がたくさんいます。そこで、早い段階で自分のやりたいことを見つけることが

できれば、勉強に限らず、多くのことに前向きに励むことができるのではないか、

と思います。そこで、私は早い段階で夢を発見することのできる塾を設立したいと

考えています。	
 

	
 最後に、このような機会を与えてくださった皆さんに、心から感謝しています。

これらの志を達成するには、まだまだやらなければいけないことがたくさんありま

すが、最善の努力をして突き進むことが、皆さんへの恩返しだと考えています。本

当にありがとうございました。	
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１年交換の経験	
 
2011-2012 年度	
 

アメリカ・オクラホマ州	
 派遣学生	
 

齋藤	
 美有	
 

	
 

	
 ２０１１－２０１２年にアメリカのオクラホマ州に留学させていただきました、

齋藤美有です。先日は国際フォーラムでの発表、とても貴重な経験になりました。

この１年間の留学で日本では学べない、これからの人生に重くかかわる大切なこと

を得てきました。最初の３ヶ月は英語の未熟さと孤独に耐える毎日でした。私の英

語力では、自分の意見を伝えることはおろか、相手の言っていることさえろくに理

解できなかったのです。周りの方はとても親切にしてくださるのにそれに答えられ

ない自分が悔しくて、どうしたらいいのかもわからない時期もありました。	
 

	
 しかし、時が経つにつれてホストファミリーの方やだんだんとできた友達の助け

もあり、徐々に自分が英語を話せるようになってきているという感覚が出てきて、

それからは毎日がとても楽しくなりました。何事も自分は最初から完璧なわけがな

い、わからないことは自分から聞き、教えてもらうという自分を当たり前に受け入

れられるようになったからです。またホストファミリーの方やロータリーの旅行に

参加することで、アメリカのいろいろなところを回り目で見、肌で感じることも１

年間でできました。このように１年間を無事に終えることができたのは、この恵ま

れた環境と何よりロータリークラブの皆様の支えがあったからであると強く感じ

るとともに本当に感謝しています。ありがとうございました。	
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ロータリー旗争奪ミニバスケットボール大会	
 
	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

中条胎内ロータリークラブ	
 

	
 

	
 中条胎内 RC は平成７年創立のクラブです。親クラブは次年度ガバ

ナーを輩出する中条 RCで、胎内市及びその周辺地域（主に荒川地区）

を地区限界として総勢２８名、平均年齢５５歳の若いクラブです。 

	
 クラブの特徴は会員間の親睦が盛んだということでしょうか。８月

にはボーリング大会とその夜の納涼会、１２月には恒例となったクリ

スマスパーティー、そのなかでの仮装大会などで会員間の親睦が深ま

っています。３月に東京の RC への１０名ほどでの例会出席、その夜

の飲み会があります。 

	
 RI 会長賞の受賞経験がある AED の寄贈、中学生の手紙プロジェク

トなど社会奉仕活動は、このクラブの活動の中心ともなっております。

社会奉仕活動もクラブの特徴が現れていて清掃奉仕活動とバーベキュ

ーパーティーがセットになり清掃活動の疲れを会員間の親睦で疲れを

癒してくれます。以上の親睦活動には女性陣の強い支援があります。

若い４人の気配りがクラブの親睦を支えているともいえるのです。 

	
 次年度は親クラブである中条 RC から山崎ガバナーがでます。今よ

り全員で支援させていただく覚悟です。大会協議会等で皆様と会える

日を楽しみにしております。 
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